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本号のトピックス  1頁 学南町中央町内会へようこそ
2頁 ラジオ体操。お盆日精霊流し。秋祭り。岡山マラソンなど

3頁 防災対策関連提案 4頁 学南町今昔物語(新連載)
町内会 ひろIず
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昨年、町内会情報紙を2回発行しました。アンケートもさせていただきました。多くの方から賛同や激励
の声をいただきました。いくつかの点で改善をするご意見もいただきました。ありがとうございました。

町内会の情報紙は、住民の方々が安心して毎日を過ごせるために必要な情報を提供することが最も

重要な役割であると考えています。

第3号を発行します。昨年の編集経験を生かして、会員の皆さんの生活がより豊かになるように紙面
を充実したものにしたいと取り組んできました。

遠慮ないご批評やご叱声をお寄せください。時節柄、皆さまのご自愛を祈念申し上げます。

OHK鉄塔より南西市街を望む

わめま tて

こちらこそよろtく

ごあいさつ 学南町中央町内会長会長 赤坂慎輔

―
∃
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町内会 ひろIず

書 ● 町内会お花見書 ●
今春は雨空を眺めながら集会所で楽しく

過ごしました。  4月 6日 (木 )11:00～
‐
参加者 約30名

9月 25日 (日 ):作業などの詳細は
町内回覧版などで、お知らせします。

資源化物収集日と当番一覧表

平成 29年度 平成 30年度
毎月第三週目金曜日 当番組 毎月第三週目金曜日 当番組

報 4月 20日 (金 ) 5組

―
― 5月 18日 (金 ) 3組

器 6月 15日 (金 ) 2組

+ 7月 20日 (金 ) 1組

8月 18日 (金 ) 14組 8月 17日 (金 ) 14組

9月 15日 (金 ) 13組 9月 21日 (金 ) 13組

10月 20日 (金 ) 12組 10月 19日 (金 ) 12組

11月 17日 (金 ) 11組 11月 16日 (金 ) 11組

12月 15日 (金 ) 10組 12月 21日 (金 ) 10組

1月 19日 (金 ) 9組 1月 15日 (金 ) 9組

2月 16日 (金 ) 8組 2月 15日 (金 ) 8組

3月 16日 (金 ) 7組 3月 15日 (金 ) 7組

☆ 岡山マうソンこ町内会 ☆
2017年 11月 12日 (日 )8:45スタート
種目:マラソン42.195km(15,000人 )
ファンラン 5.6km(1,200人 )

制限時間 :6時間 (マラソン)60分 (ファンラン)
当日早朝から国道53号線に通じる
町内会の多くの道路は規制されます。
詳細は、回覧されますので、ご注意を 1

https:rr―.Okayamamarathon.jp′

町内会行事の お知らせ

多☆町内会 ラジオ体操 ☆多
夏休み :7月 20日 (木 )～ 7月 31日 (月 )
OHK芝生前。 6時30分はじまり

私がラジオ体操の担当になって25年が過
ぎました。当時は「こどもの森」の入口付近
に集まって体操をしていました。安全面では
少し不安がありました。

今では岡山放送OHKの玄関前を使わせ
てもらえて安全・安心で感謝です。 近年は
子供の参加数が少なくなつた反面、大人の
参加数がかなり増えています。
これからもみんなで参加して元気でにぎ
やかなラジオ体操にしてゆきましょう。
昨年は期間中の参加者は732名 でした。
(青少年部・防災部 安西則夫さん記 )

☆ 町 内会 精 霊 おくり ☆

8月 15日 (火)18時～20時に持参
OHK東北角 (資源化物収集場所)

多 ☆ 町内会 秋祭り 多 ☆

10月 21日 (土)集会所:OHK玄関前芝生
こども行燈 (あんどん)・子供みこし(神輿)
・太鼓たたき ロスーパーボールすくい
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防災対策関連提案

学南町中央町内会地域限定の企画提案です
町内会防災委員会 =災害時の疑似体験です =

「ひろば」第2号で展開した町内災害想定に対する訓練を兼ねて、各家庭内
で、1時間ほどの電気のない生活を体験する機会をつくつてみることを提案しま
す。決して各家庭に強制するものではありません。

薄暗くなった夕方8時頃、雨戸やカーテンを開めて、家族の了解のもとで電
気を消します。電源 (ブレーカー)を落せば完璧ですが・・・これは家族で話し合
つて決めましょう。準備はこれだけです。

電灯も家電も使えなくします。真つ暗になりますがローソクやライターなど裸
火を使うのは厳禁です。普段何気なくスイッチを入れて楽しんでいた丁Vもラジオ
も聞けなくします。真つ暗になった家の中で家族で40分間ほど過ごしてみましょ
う。電気の使えない生活のいろんな場面を体験してみましょう!!

今回は実施する日は決めません。ご近所で話合って実施できればもっといいですね。
8月 下旬に実施したら、子供さんたちにとつては「夏休みの自由研究」になるか

も知れません。

防災委員会としては将来、町内会全体の取り組みにつながるように、今回実施され
たご家庭から感想を聞かせていただくことも予定しています。
今後は気候の厳しい3月 11日など災害記念日に実施すると、さらに家族の防災意識
向上に役立つと考えられます。皆様のご意見を町内会専用ポストにお寄せください。

体験終了の後、地震や水害などで電気が来ない時、どのように過ごしたらよ

乾電池はありましたか?飲 み水はどうしましたか? トイレはどうしましたか ?
携帯ラジオやスマホなどで音楽や丁Vは聴いたり視たり出来ましたか? 大切な
お薬は暗闇の中でも探せましたか?もし家族全員が揃つてない時は、どのよ
うに連絡を取り合いますか?

「ひろば」倉1刊号～第3号は、学南町中央町内会サイト量堕塑幽塑Web.e―okattmacttv.ip/c…
qakunanchouchuuou/の「町内会誌ひろば」からお読みいただけます。(建設中の部分もあります)

過去の町内会活動状況を知ることのできる資料類も整備してこのサイトを充実してゆく予定です。
一緒に活動していただける学生さんなど、知識と技能をお持ちの若い方の参加は大歓迎です。
関心をお持ちの方は本紙編集部までお問い合わせください。

近隣の町内会の活動の一端は、下記の御野学区連合町内会サイトからお読みいただけます。
http://townweb.e―okayamacly.jp/c… mino―rengou/

町内会 ひろIず 」

「真つ暗ナイト」(自分たちで<遊ぶ>暗闇体験)
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町内会 ひろlず
新連載 :学南町今昔物語

執筆 :赤坂 慎輔 さん

今 の巻(1)3月 は、大勢の若い人々がこの町にやつてくる

今年も3月 がやつてきた。岡山市内の大学に入学する若者がやつてくる。

町内にもジーバン姿の若者と余所行きの月風を着た親の連れ立った姿があちらこちらに見受けられるように

なる。そうです。この町内にある学生を対象としたマンションに入居するために、物件の下見をしているので

す。紹介所でもらつた地図を見ると、何分にも大学は近いし、治安は良さそうだし、買い物にも街に出るにも

交通の便は良い。医院だつて大きな病院だつて近くにあるし...。 いいこと尽くめのこの町が新生活を始める

には好都合。

母親は「いい環境だわ。私もここに移り住みたい。」などとひとりつぶやく。そばにいる父親は、「こんなにア
パートが多いのか。俺の時は、下宿を探すのも一苦労だつたのに。」と新築のマンションを見つめて昔のこと

を回想する。

希望大学に合格し、一人住まいができるうれしさに有頂天になつている若者は、「新しくてきれいでいろい

ろの設備が揃つていて、広くて…。」などと欲張りな気持ちで恰好な部屋を探す。父親は思う。「4月 からの仕

送りはできるだけ少ない方がうれしいが・・。俺の小遣いが減るだろうなあ。」母親は考える。「時々子供の様

子を見に来ればいいわ。そうすれば安心だし…。時には二、三日泊まつたつていいし…。」大学生の気分で

子供が言う。「このマンションがいいんじゃない。家賃はちょつと高そうだけれど、新しいし、トイレもきれいだ

し、防犯もしつかりしているし、大家さんも親切そうだしロロ。」 父親は (かつてにきめるな)と思っているが黙つ

ている。母親は自分の感想と同じだとにっこり笑つて、「そうね。ここがいいわ。決めましょう。」と決断を下す。
こうして、若者の新生活はスタートする。4月 からの毎日が、独り者にとつてはどれほど大変なことであるか

も知らないままに。(次号に続く)

昔 の巻く1〉  町内の皆さん、教えてください、この町の音のことを。 OHK鉄塔より南方面市街を望む

1 学南町と呼ばれ始めたのはいつですか。

2津 山線が走り始めたのはいつですか。

3岡 山放送 (株 )ができたのはいつですか。
その前は何があつたのですか。

4子 どもの森ができたのはいつですか。

5県 道岡山赤穂線ができたのはいつですか。

6岡山県営総合グラウンドができたのはいつですか。その前は何があつたのですか。

この町はいつ頃から多くの人が住むようになったのですか。

国道53号線はいつ作られたのですか。

次号からはこうした質問に順次答えていきたいと思います。情報や資料の提供を

編集後記

赤坂慎輔会長と共に委員(北村子L孝、山川和之、山形紀久恵、内藤正人、

安西則夫、武岡高史、宮田昌二、国末弘、岡田章弘、阪田祐作)10名で編集

しています。これからは町内の道はしに咲きこばれる花々の写真なども撮ら

せていただき、それらを散りばめて読み易く楽しい紙面つくりを心がけたいと

思つています。こんな情報が必要だとか、公開してもよい情報などお持ちで

したら、町内会専用ポスト(OHK前の國末副会長宅ガレージ傍に設置)まで
お気軽に申しつけください。ご協力よろしくお願いします。 (文責 阪田)

お願いします。 町内会専用ポストに投函してください。
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